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グループの成長をリードする
ホールディングス体制構築により
次の成長ステージに繋げていく
株式会社
バローホールディングス
取締役社長 小池 孝幸小池 孝幸

株主の皆様には、平素より格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げ
ます。

2022年8月より取締役社長代行を務めてまいりましたが、2023年6
月29日付で改めて取締役社長を拝命しました小池孝幸です。引き続き
グループ事業のさらなる発展を目指し、全力で取り組んでいく所存です。

就任後の経営体制につきましては、引き続き私が取締役会議長及び
グループ経営執行会議議長を務めております。当社グループは、会社設
立より65年の歩みの中で、経営理念である「創造・先取り・挑戦」を実践
することでステークホルダーの皆様とともに発展を遂げてまいりました。
経営者として、その原点に立ち返り、グループ経営の舵取りをしてまいり
ます。

バローグループの2024年3月期第2四半期決算につきましては、営業
収益は過去最高を更新し、営業利益以下の各段階利益も増益となりまし
た。主要事業であるスーパーマーケット事業、ドラッグストア事業におい
て既存店売上高が伸長したほか、関西エリアを含む新規出店による売上
総利益の増加が、エネルギー価格、原材料価格の高騰等による経費の
増加をカバーし、グループ全体で増収増益となりました。

中間期の配当金は、前期より1円増配の1株当たり28円とし、年間配
当金は60円とする予定です。配当金につきましては、中長期的な事業展
開に備えた設備投資の実施や、企業体質強化のための内部留保の充実
に留意しつつ、株主様に対して安定的かつ継続的な利益還元を行う方針
です。

さて、当社グループでは、「コネクト2030～商品・顧客・社会を繋ぐ」を
基本戦略とする中長期経営計画を進めております。現在は、各事業会社
とも良好に推移しており成長もしていますが、今後はさらに1段上の成長

ステージを意識して攻めていきます。その際に重要なのはホールディン
グス本体の存在感です。事業会社を後方から支援する受け身の立場か
ら一歩踏み出し、人事面、財務面、調達面などでグループ最適へと積極
的に導く立場へと変えていきます。各社の成長課題や中長期の伸びしろ
を見極め、今後スケールアップできるかという視点から、より強い収益
モデルを作っていくつもりです。

2022年度以降の取り組みでは、物流効率、オペレーション効率を
改善するフロントセンターやインフラ施設を順次立上げし、また共同配
送領域を拡大しています。2022年5月に飲料フロントセンター、2023年
2月に即席麺フロントセンター、同年5月には米共同配送センターを立
ち上げました。また同年4月には、包装資材会社の昭和フイルム株式
会社を買収し、商品パッケージのバリューチェーンをグループ内に確保
しました。

また、「バロー経済圏」を見据えて、「Lu Vit（ルビット）クレジットカード」
を発行し、今年の4月より募集を開始いたしました。従前より当社グルー
プは、グループ共通のプリペイド・ポイントカードとして「Lu Vitカード」
を提供し、2023年9月末までにカード会員数440万人・アプリ登録会員
数92万人を獲得しています。近年、キャッシュレス決済の利用拡大に伴い、
手数料負担が大きく増加していることから、クレジットカードの自社対応
を図ったものです。同時に、地域で展開するグループ事業を横串で連携し、
さまざまな生活ニーズを取り込んでいく「バロー経済圏」構想の基盤
づくりとして、キャッシュレス決済の利用情報などお客様のニーズをより
高い確度でつかみ、仮説検証していきたい狙いがあります。

株主の皆様には、一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げ
ます。
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バローグループの商品・サービス・決済で地域を便利に、豊かに繋ぐ
「バロー経済圏」の構築と商品力で選ばれる「デスティネーション・カン
パニー」を目指します。その実現に向けて、顧客との接点を強化し、

「製造小売業」としてのビジネスモデルを進化させます。

● お客様の来店動機となる確かな商品を選び抜いて店頭に
並べます。

● グループの製造機能を活用し、「バローグループにしか
ない」魅力的な商品でお客様と繋がります。

● 経営の透明性を確保するとともに、グループ・ガバナン
スの強化に努めます。

● グループ従業員の全員活動の推進により、持続可能な社
会を目指して、「地球環境」「地域社会」「人材の多様性」
の課題解決に取り組みます。

● 店舗を中心としたお客様との繋がりから、移動販売、EC
（電子商取引）や、Lu Vit(ルビット)カード・アプリ・クレ
ジットカードを活用して、多様化する人々の生活様式に
対応した、新たな繋がりを強化します。

商品

顧客

社会

コネクト2030 ～商品・顧客・社会を繋ぐ 
3つの「繋ぐ」でデスティネーション・カンパニーへ

バローグループ・ビジョン2030

サステナビリティ・マネジメント
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2022年3月期からの中期3ヵ年経営計画では、①商品力の向上、②顧客と
の接点強化、③生産性の改善を重点施策とし、来店目的が明らかな店舗

「デスティネーション・ストア」への転換を推進して参ります。

中期3ヵ年経営計画の進捗状況

商品で繋ぐ

　「デリカキッチンイオンモール京都五条店」は、2022年6月に開設した、デリカキッチン
錦二丁目店（名古屋市中区錦二丁目）に続く、お惣菜専門店の17号店となります。
　同店は、イオンモール京都五条店１Fの食品専門店
エリア「Kyo-Deli」内に出店いたしました。関西圏初
出店の店舗となり、これからの出店拡大の基盤となる
店舗となります。
　同店では、デリカキッチン定番のお弁当・お惣菜を中
心に展開し、味噌串カツや、当社が運営するおにぎり
専門店「にぎりたて」の人気メニュー「天むす」等の「名
古屋めし」もご提供いたします。

デリカキッチンイオンモール京都五条店（京都府京都市右京区）
2023年10月13日オープン

　スーパーマーケットバロー中小田井店は名鉄上小
田井駅より徒歩９分の立地にあり、愛知県では60店
舗目となります。全部門が専門店として“旬”や“鮮度”
そして“価値”にこだわり専門店に負けない店舗にし
ていきます。

スーパーマーケットバロー中小田井店（愛知県名古屋市西区）
2023年10月27日オープン

　スーパーマーケットバロー堺豊田店は大阪泉州エ
リア初出店となります。また、今回の出店により大阪
府内のバロー店舗は4店舗、関西では23店舗となり
ます。今後大阪での出店については都市部ではグルー
プの八百鮮・ヤマタを中心に出店をしていき、郊外で
はバローの出店を進めて参ります。

2023年10月13日オープン

スーパーマーケットバロー堺豊田店（大阪府堺市南区）

V・drug 柳ケ瀬店（岐阜県岐阜市）
2023年6月8日オープン

　V･drug 柳ヶ瀬店は「柳ヶ瀬グラッスル35」の1階
に入店しました。岐阜市街地において新たなまちづく
りが始まるなか、当社でも周辺施設と一体となってま
ちのにぎわいを創出してまいります。柳ヶ瀬店では当
社が名古屋市中区で展開しております「都心型店舗」
の売場を、岐阜県内で初めて取り入れて地域にお住
いの方や街に訪れる方に寄り添った商品やサービス
を提供してまいります。



　自治体、社会福祉協議会、フードバンクと連携し、賞味期限間近の食品や常設設置
したフードドライブポストにお客様から寄付いただいた食品を子どもたちの居場所と
なる活動やその他子どもの生活を応援する活動を行っている団体に提供しています。
　お渡しした食品は、地域のこども食堂で提供される食事の材料として、また、フード
パントリーでお渡しされる食品として活用いただいています。これらの活動により、
石川県金沢市では、金沢こども応援ネットワーク「企業サポーター」の第１号に認定
されました。
　今後もバローグループが展開する各地域のこども食堂等の多くの団体様と繋がる
ことでよりたくさんのお客様に、より身近に、親しみを感じていただくとともに子育て
支援、子どもたちの居場所づくりに貢献したいと考えております。
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社会と繋がる

顧客と繋がる
バローグループは、持続可能な社会の実現に向け、事業活動を通し
た全員活動によって地域社会の発展と社会文化の向上に貢献します。

100年先も豊かな暮らしをお客様とともに取り組むSDGs
● バローグループは、事業活動を通して、100年先も続く豊かな暮ら
しを守るために、「持続可能な社会」の実現に貢献します。

●「地球環境」「地域社会」「人材の多様性」を重要課題と捉え、地域との
繋がりを強めながら課題解決に取り組みます。

サステナビリティ・ビジョン2030

子育て支援に関する地域連携

　食品ロスの削減とご家庭で使いきれない食品を寄付いただき、食品を必要とす
る方にお届けする活動を展開しています。地域のイベントやJリーグのFC岐阜の
ホームゲーム等年間約30回実施するとともにスーパーマーケット（バロー、食鮮館
タイヨー、フタバヤ、三幸）の8県・40店舗（2023年9月末現在）に常設の専用ポス
トを設置し、寄付いただいた食品は地域のこども食堂等の団体にお渡ししています。
　今後とも自治体、社会福祉協議会、フードバンク他NPO組織等との連携を図りな
がらフードドライブ専用ポスト設置店舗の拡大を図ってまいります。

フードドライブ活動の展開拡大

　株式会社Ｖソリューションでは、バロー
ネットスーパー「ainoma」を運営しており
ます。2023年9月末現在、岐阜・愛知・大
阪を中心に12拠点をもとにエリア展開。
バローの店舗で取り扱っている生鮮食品
や惣菜、低価格なバローの PB 商品など、
約8,000～10,000点の品揃えをしてお
ります。関西地区でも、2023年1月より
バロー高槻店（高槻市※）、同2月よりバロー
寝屋川店（寝屋川市・枚方市・交野市※）で
サービスを開始。今後より多くのお客様
に当サービスを利用していただけるよう、
さらに配送エリアを拡大していく予定です。

配送エリア
拡大予定！

バローネットスーパー「ainoma」
サービス実施エリア

バローネットスーパー 関西地区に出店

　バローフィナンシャルサービスは2023
年4月より、JCBブランドのクレジットカード

「Lu Vit クレジットカード」の募集を開始し
ました。バローグループのお客様にとって
最もお得なポイントサービスを備え、さら
にスマホでの申込から最短５分で審査が
完了する「モバイル即時入会」や、セキュリ
ティに強い「ナンバーレスカード」にも対応
した業界最先端のカードです。プリペイド
カード「Lu Vitカード」に続く決済・金融事
業の大きな柱として、また戦略目標「コネ
クト2030」の一角として、お店・お客様・地
域社会を繋ぎ、大きく広がっていくサービ
スを目指してまいります。

紹介ページはこちら

新たな金融事業としてクレジットカードの発行を開始

スマホで
使える
クレジット
カード

Lu Vit クレジットカード

※一部エリアを除く
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 店舗マップ（2023年9月30日現在）
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計1,327店舗

スーパーマーケット

317店舗
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500店舗

スポーツクラブ

178店舗

その他

5店舗

惣菜専門店等
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ホームセンター

160店舗

ペットショップ

121店舗

店舗数推移

●スーパーマーケット
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スポーツクラブ事業

流通関連事業

ホームセンター（HC）事業

ＨＣ事業の営業収益は632億69百万円（前年同四半期比0.1％減）、営業利益は22億
６百万円（前年同四半期比27.2％減）となりました。当第２四半期連結累計期間に含まれ
るアレンザホールディングス株式会社及びその子会社の当該事業の業績は、2023年
３月１日から８月31日までを対象としております。

同事業におきましては、収益基盤を強化するために、プライベート・ブランド商品の開
発に重点的に取り組んだほか、工具資材を専門に扱うプロショップの新規出店を行いま
した。しかしながら、生活必需品を中心とした物価高の影響による消費者の節約志向も
あり、既存店売上高は株式会社ダイユーエイト、株式会社ホームセンターバロー及び
株式会社タイムの３社合計で前年同四半期比1.5％減少し、減収となりました。また、経
費削減に取り組んだものの、資源価格の高騰などにより経費が増加し、減益となりました。

なお、店舗につきましては、１店舗を新設、２店舗を閉鎖し、当第２四半期末現在の
店舗数はグループ合計160店舗となっております。

ＳＭ事業の営業収益は2,215億23百万円（前年同四半期比7.3％増）、営業利益は
81億34百万円（前年同四半期比54.9％増）となりました。

同事業におきましては、２店舗を新設、１店舗を閉鎖し、当第２四半期末現在の
ＳＭ店舗数はグループ合計317店舗となりました。中核の株式会社バローでは、７月
に滋賀県内16店舗目となる製造機能を活かした商品力の向上や来店目的を明確に
した「デスティネーション・ストア」タイプの「ＳＭバロー草津下物店」（滋賀県草津市）
をオープンしました。

同事業では、生鮮・惣菜部門の強化を支える食品加工業及び卸売業が貢献し、
株式会社バローにおいて、既存店売上高が前年同四半期比4.7％伸長し、売上総利益率
も上昇したため、事業全体で増収増益となりました。

ドラッグストア事業

その他の事業

スーパーマーケット（SM）事業 ●営業収益割合 55.555.5%%

……2,215億23百万円営業収益 営業利益 ………81億34百万円

●営業収益割合 15.915.9%%

■上半期  ■通期 ■上半期  ■通期●営業収益（億円） ●営業利益（億円）

………… 632億69百万円営業収益 営業利益

●営業収益割合

●営業収益割合

……………… 83億30百万円営業収益 営業利益 ………18億16百万円

…………… 157億95百万円営業収益 営業利益 …………1億80百万円

■上半期  ■通期 ■上半期  ■通期●営業収益（億円） ●営業利益（億円）

 事業別概況

………… 22億6百万円

…………853億23百万円営業収益 営業利益 ………27億20百万円

ドラッグストア事業の営業収益は853億23百万円（前年同四半期比6.6％増）、
営業利益は27億20百万円（前年同四半期比28.5％増）となりました。

同事業におきましては、7店舗を新設、２店舗を閉鎖し、当第２四半期末現在の店舗
数は500店舗（うち調剤取扱166店舗）となりました。

同事業では、新型コロナウイルス感染症の第５類感染症移行や夏風邪、インフル
エンザの流行により、ヘルスケア、ビューティー関連商品の需要が増加しました。
また、原材料価格の上昇による値上げが相次ぐなかでの生活必需品の価格対応や、
調剤併設店舗への改装を促進して利便性を高めたことで既存店売上高が前年同
四半期比5.9％伸長しました。また、新自動発注システム稼働などの店舗業務効率化
による販売費の低減により、増収増益となりました。

●営業収益割合 21.421.4%%

■上半期  ■通期 ■上半期  ■通期●営業収益（億円） ●営業利益（億円）
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●営業収益割合 1.21.2%%

……………  48億99百万円営業収益 営業損失 ………… 3億86百万円

スポーツクラブ事業の営業収益は48億99百万円（前年同四半期比1.1％増）、
営業損失は３億86百万円（前年同四半期４億48百万円）となりました。

同事業におきましては、一部店舗における営業時間の拡大、会員種別の見直し、
専門性強化（スイミング、テニス等のスクール部門強化）により収益の源泉となる
会員数が増加して増収となり、営業損失が縮小しました。

店舗につきましては、２店舗を新設、８店舗を閉鎖し、当第２四半期末現在の店舗数
はグループ合計178店舗（うちフランチャイズ運営43店舗）となっております。

2.12.1%%

3.93.9%%



■上半期  ■通期
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親会社株主に帰属する
当期純利益

フリー・キャッシュ・フロー 1株当たり配当金

総資産／純資産

営業利益

■上半期  ■通期

■上半期  ■通期 ■総資産  ■純資産

■中間  ■期末

■上半期  ■通期

営業収益

中国・四国・九州・沖縄 488名
1,465千株（2.7％）

北海道・東北 151名
1,347千株（2.5％）

中部 15,973名
22,058千株（40.9％）

関東 2,002名
17,392千株（32.2％）

近畿 2,673名
1,926千株（3.6％）

国外・その他 203名
9,796千株（18.1％）

発行可能株式総数 200,000,000株
発行済株式の総数 53,987,499株
株主数 21,490名

株式数及び株主数

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）*

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,150 9.57
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 3,264 6.06
公益財団法人伊藤青少年育成奨学会 2,910 5.40
株式会社子雲社 2,730 5.07
農林中央金庫 2,542 4.72
株式会社十六銀行 2,536 4.71
田代　正美 1,350 2.51
株式会社リテールパートナーズ 1,260 2.34
株式会社アークス 1,260 2.34
株式会社三菱ＵＦＪ銀行 1,223 2.27

大株主

 証券会社 22名
458千株（0.8％）

外国法人等 223名
9,613千株（17.8％）

個人・その他 20,818名
11,408千株（21.1％）

 国内法人 385名
14,158千株（26.2％）

 金融機関 42名
18,348千株（34.0％）

 株式状況  （2023年9月30日現在） 財務ハイライト（連結）

注：同一株式数を所有する場合、株主番号順に記載しております。
*発行済株式総数（自己株式を除く）に対する所有株式数の割合は小数点第3位以下を切り捨てて
表示しております。

地域別
株式の

分布状況
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所有者別
株式の

分布状況



6月23日に土岐市(岐阜県)、8月1日に南砺市（富山県）と包括連携協定
を締結いたしました。
地域社会の課題解決に向けた取り組みを進めていきます。

会社概要
会社名
設立

事業内容

本部所在地
資本金
グループ従業員数

株式会社バローホールディングス
1958年7月

（2015年10月1日付で「株式会社バロー」より商号変更）
チェーンストア事業及びそれに関する事業を営む会社の
株式を保有することによる当該会社の事業活動の管理
岐阜県多治見市大針町661番地の1
136億9百万円
社員：9,615名
パート･アルバイト：20,269名（8時間換算、期中平均）

役員

氏　名 役　職 その他重要な役職の兼務

田代　 正美 代表取締役会長
兼CEO （株式会社バロー 代表取締役会長）

小池　 孝幸 取締役社長 流通技術本部長
（中部興産株式会社 代表取締役社長）

森　　 克幸 専務取締役 （株式会社バロー 代表取締役社長）
（株式会社タチヤ 代表取締役会長）

篠花　　 明 常務取締役 管理本部長兼財務部長
（株式会社バローマックス 代表取締役社長）

和賀登 盛作 取締役 （アレンザホールディングス株式会社 代表取締役社長）
（株式会社ホームセンターバロー 代表取締役社長）

高巣　 基彦 取締役 （中部薬品株式会社 代表取締役社長）

纐纈　 直孝 取締役 （中部フーズ株式会社 代表取締役社長）

浅倉　 俊一 取締役 （アレンザホールディングス株式会社　代表取締役会長兼CEO）

高橋　 俊行 社外取締役

山下　 陽子 社外取締役 （今池法律事務所 パートナー弁護士）

安孫子 寿夫 取締役 常勤監査等委員

増田 陸奥夫 社外取締役 監査等委員

秦　　 博文 社外取締役 監査等委員

伊藤　 時光 社外取締役 監査等委員

グループ企業

事業区分 企業名
●スーパーマーケット事業 株式会社バロー 本田水産株式会社

株式会社タチヤ 古屋産業株式会社
株式会社食鮮館タイヨー 株式会社桂林閣
株式会社公正屋 有限会社白石罐詰工場
株式会社フタバヤ 大東食研株式会社
三幸株式会社 株式会社主婦の店商事中部本社
株式会社てらお食品 株式会社Ｖソリューション
有限会社大和ストアー 中部ミート株式会社
株式会社八百鮮 中部アグリ株式会社
株式会社ヤマタ 株式会社バローマックス*
中部フーズ株式会社 VARO Co.,Ltd.
株式会社ダイエンフーズ

●ドラッグストア事業 中部薬品株式会社
●ホームセンター事業 株式会社ダイユーエイト 株式会社日敷

株式会社ホームセンターバロー 株式会社アグリル
株式会社タイム 株式会社ファースト
株式会社アレンザ・ジャパン

●スポーツクラブ事業 株式会社アクトス
●流通関連事業 中部流通株式会社 Valor Vietnam Co.,Ltd.

中部興産株式会社 株式会社バローエージェンシー
有限会社滋賀中央パック 有限会社ジャパンクリーンサービス
メンテックス株式会社 株式会社フェイス
株式会社セイソー 有限会社アクセル
株式会社V Flower 昭和フイルム株式会社
上海巴栄貿易有限公司 ユニードパック株式会社

●その他の事業 アレンザホールディングス株式会社 株式会社岐東ファミリーデパート
株式会社ホームセンターバロー** 株式会社中部保険サービス
株式会社アミーゴ 株式会社バローマックス*
株式会社ジョーカー 株式会社バローフィナンシャルサービス
有限会社アグリ元気岡山

注：*同一企業、**ペットショップ事業

 会社情報  （2023年9月30日現在）
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行政連携推進！
土岐市・南砺市と包括連携協定締結！！

TOPICS



事業年度
定時株主総会
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
株主名簿管理人

同事務取扱場所

同取次窓口
単元株式数
公告の方法

公告掲載URL

毎年4月1日から翌年3月31日
毎年6月
3月31日
9月30日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号 〒100-8233
三井住友信託銀行株式会社
愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号 〒460-8685
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
三井住友信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
100株
電子公告の方法により行います。ただし、やむをえない事情
により電子公告ができない場合、日本経済新聞に掲載します。
https://valorholdings.co.jp/ir/koukoku/

株主メモ

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座をお持ちでなか
った株主様につきましては、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社
にお申出ください。

住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について

URL：https://valorholdings.co.jp/
IR情報掲載URL：https://valorholdings.co.jp/ir/

本部
〒507-0062
岐阜県多治見市大針町661番地の1
TEL：0572-20-0860（代表）
可児事務所（株式事務）
〒509-0214 岐阜県可児市広見北反田
1957番地の2
TEL：0574-60-0868

この報告書は、森林認証を受けたFSC®認証紙、
及び、植物油インキを使用しています。

株主優待制度のご案内

「Lu Vit（ルビット）カード」

毎年3月31日現在の所有株式数100株以上
の株主様に対し、当社が発行するプリペイド
式電子マネー「Lu Vit（ルビット）カード」
に保有株式数及び継続保有期間に応じた
下記金額をチャージした「ギフトカード」を
株主優待品として贈呈しております。

保有株式数 100株～499株 500株～999株 1,000株以上

１年未満
保有

１年以上
保有

1,0001,000円円

1,5001,500円円 3,0003,000円円 6,0006,000円円

1,5001,500円円 3,0003,000円円

継続保有期間とは、上記区分による株式数を基準日（毎年3月31日、9月30日）時点において同
一株主番号で保有していることが当社株主名簿の記載・記録にて確認できる期間をいいます。なお、
相続等により株主番号が変更になった場合は、その直後の基準日から起算いたします。
本ギフトカードは、株式会社ジェーシービーのプリペイドスキームJCB PREMO（ジェーシービープ
レモ）を搭載しており、バローグループ主要店舗のほか、百貨店・家電量販店等、約70万店の
JCB PREMO加盟店でご利用いただけます。

(注）1．

2．


